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■新学習指導要領を順序通り扱い，移行のしやすさに重点 
　を置いています。 

■新しい内容を積極的に取り入れ， 丁寧に説明しています。

情報のノート 見てわかる 
情報モラル 

 
序　章 序　章 

第1章 第1章 

第2章 第2章 

情報社会とわたしたち 

情報の活用と表現 

情報通信ネットワークとコミュニケーション 

第3章 第3章 

終 章 終 章 

望ましい情報社会を構築するために 

情報社会と問題解決 

 情報社会に生きるわたしたち 

コンピュータによる情報の処理と表現 

ネットワークがつなぐコミュニケーション 

情報システムが支える社会 

■イラストを中心に展開し，生徒の理解を助けます。 

■定期試験にも対応できるよう， 各章に「内容の整理」「章
　末問題」を設置しています。 

 
第1章 第1章 

第2章 第2章 

第3章 第3章 

第4章 第4章 

従来の「実習ノート」と「問題集」
を1冊にまとめました。 

全国各地の情報教育の実践例や，
教科書・教材の活用事例，海外の
情報教育事情など最新の話題を
満載してお届けしています。 

情報モラルの事例を漫画や
イラストで身近にとらえ，予
防と対策の2観点で整理し
ました。 

■「ネットワーク編」と「問題解決編」の2編構成としました。 

■プログラミングやモデル化とシミュレーションなどを，　
　例題形式で丁寧に扱っています。 

序　章 序　章 

第1章 第1章 

第2章 第2章 

■新しい教科書にあわせて， 
準拠教材も新版になりました。 

■それぞれの教科書を補完で
きる教材も充実しています。 

第3章 第3章 

第5章 第5章 

第4章 第4章 

第6章 第6章 

第7章 第7章 

問題の発見・分析と解決の方法 

問題の解決と処理手順の自動化 

モデル化と問題解決 

情報通信ネットワークと問題解決 

情報機器を使いこなそう 

情報を整理して伝えよう 

フォーラム「情報教育」 

社情 306

情報の科学 情科 305 

 

社会と情報 

見てわかる社会と情報 社情 307 

 

情報社会の課題について考えよう 

情報社会のしくみを知ろう 

教科書完全準拠 

 

生徒用サポート教材 

ICT
Education

機関誌 

教科「情報」は新しいステージへ。 
日文は，教科書はもちろん，指導書や副教材，Nichibun.netなどを中心とした 

万全のサポート体制で，授業をお手伝いします。 
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さらに洗練された教科書の「情報デザイン」。 

 

リンク 

Webページと同じように青字と下線で，

関連する内容のページを示しました。 

パラパラアニメで動画のしくみを実感 

教科書の見開きの右下端に，パラパラ

アニメを配しました。素早くページを

めくることで，複数の画像が連続して

切り替わり，画像が動いているように見

える動画のしくみを実感できるように

しています。 

コラム 

座学で学んだ内容を具体的に体験したり，知

識を整理したりしながら，理解を深めていき

ます。より深めたい実習がある場合には複数

の実習の中から1つを選択し，2～4時間か

けて展開することも可能です。 

実習の展開 

コンピュータで扱われるデータの基本的

な表現方法である2進法を，ページ番号

の脇に記しました。身近な数字から2進

法表現に接することでデータ表現への理

解を深められるように配慮しています。 

本文中の学習内容や補足的な内容を，

可能な限り図で示しました。それぞれ

の図を大きく扱うことで表現も豊かに

なり，生徒の学習内容への理解がより

深まるようになっています。 

ページ番号の2進法表現 

補足事項を示し，理解の

手助けをします。 

脚注  カラーの特色を活かした図版 

節見出しの後ろには，2～3項目

の学習の目標を置き，生徒がどの

ような問題意識をもって学習に

臨めばよいかを示しています。 

節を構成するそれぞれの見開き

の冒頭に，見開きの学習内容を表

す大見出しが置かれています。 

また，見開きの中の内容はいくつ

かの項目に分けられており，それ

ぞれの項目に小見出しがつけら

れています。 

教科「情報」の学習内容は多岐に

わたるため，生徒にとって聞き慣

れない用語が数多く登場します。

これに対応するために，側欄のス

ペースを利用して，本文中にゴシ

ック体で示している用語を中心に

解説を行っています。解説される

用語にはできる限り英語の表記

も併記するようにしています。 

また，学習内容の補足的な説明も，

囲み記事のかたちで示しています。 

大見出し・小見出し 

節見出し 

丁寧な用語解説 

社会で活躍する高校生の紹介，情報の科学

的な理解の補足，高校生向けの参考文献の

紹介など，情報科の授業内容に高い関心を

示す生徒に柔軟に対応するためのコラムを

各所に配置しています。 

3

「社会と情報」 
  の構成 
「社会と情報」 
  の構成 

  第2章 ｐ79

社
会
と
情
報 

見
て
わ
か
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社
会
と
情
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科
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生涯にわたって役立つ「情報」 の力を育てる。 

中規模の実習を想定した「アカデミックスキルズ」を

各章末に配置しました。代表的なアプリケーションの

基本的な操作も含め，問題解決に取り組むための「情

報活用の実践力」を養います。 

第3章 1節 ｐ105

第2章 2節 ｐ69

第2章 ｐ96 「章末問題」 

序章 ｐ12～13序章 ｐ15

 終章 ｐ152終章 ｐ153 終章 ｐ156

第2章 ｐ95 「調査の方法」 

第3章 ｐ146 「レポート」 

第1章 ｐ47 「プレゼンテーション」 

 終章 ｐ153

アカデミックスキルズ 「習得・活用・探究」型のプロセスを意識した構成 

問題解決のための実践力を養う 

序章には最初の授業で活用できるチェックリ

ストを設けました。情報モラルについての話

し合いの題材もあわせて掲載しています。 

導入  

バリエーション豊かな実習と確実な知識の定着 

問題解決 

「プレゼンテーション」 「調査の方法」 

プレゼンテーションの流れ

と留意点 

スライドのデザイン 

準備とスライドづくり 

リハーサル 

発表 

評価 

1

2
3
4
5
6

調査の方法 

アンケート調査の準備 

予備調査 

質問紙の作成 

調査の実施 

調査の集計 

調査結果の分析 

調査結果の公表 

1
2
3
4
5
6
7
8

テーマを選ぶ 

アウトラインを決める 

レポートを書く 

推敲する 

1
2
3
4

情報発信 

情報発信の方法 

情報発信の先に 

1
2
3

第1章 第1章 第2章 第2章 「レポート」 第3章 
 

第3章 
 

「情報発信」 終 章 終 章 

「社会と情報」 
  のポイント 
「社会と情報」 
  のポイント 

32の実習や「アカデミックスキルズ」を適宜配置し，習得した知識を活用して内容の理解を深めます。さらに，「視点・論点」

は討議する学習やレポートのテーマとして利用できます。 

従来の日文教科書にあった「総合学習」の理念を引き継ぎ，「問題解決」を終章に

置きました。イメージマップやロジックツリー，MECEなど問題解決で有効に活用

できる考え方や具体的なシンキングツ

ールの紹介も豊富です。 
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□□□ 

□□□ 
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□□□ 
□□□ □□□□ 

□□□ 
□□□ 

□□□ 
□□□ 

□□□ 
□□□ 

□□□ 
□□□ □□□ 

□□□ 

流れをあらわす図解 

相互関係をあらわす図解 

矢印矢印チャート 矢印チャート 

重なり 重なり 包含包含  包含  
比較比較  比較  

循環循環チャート 循環チャート 

構造をあらわす図解 

ツリー構造構造 ツリー構造 

ピラミッド ピラミッド □□□□ 

□□□□ □□□□ 

※色やレイアウトにも気を配ろう。（資料5-6参照） 

 クロス集計表の例 

 

小学生 中学生 高校生 

標本 

所有者数 

メール 

ゲーム 

Web閲覧 

SNS 

ショッピング 

メール ゲーム Web閲覧 SNS ショッピング 

■小学生　■中学生　■高校生 

50  

20  

95％ 

25％ 

35％ 

5％ 

0％ 

50  

35  

100％ 

57％ 

83％ 

43％ 

14％ 

50  

49  

100％ 

76％ 

98％ 

78％ 

47％ 

※値は携帯電話を所持している児童生徒のうちの割合。 

携帯電話で利用しているサービス 
100 
（%） 

50

0

アウトライン機能を利用して作成・修正したレポートの章節構成の例 

テーマ：情報ボランティア 

 

テーマ：情報ボランティア 

 削除 1. ボランティアには多様な形がある。 

2. インターネットが使えないと，大事な 

　 情報を得られないなどの不利益を被る。 

3. すべての人がインターネットを使える

　 ようにすべきだ。 

4. インターネットが使えない人に使い方

　 を教えるようなこともボランティアと

　 いえるのではないか。 

5. インターネットの使い方を教える情報

　 ボランティアは社会の役に立つし，自

　 分たちにもできる活動内容だ。 

順序変更 

詳細化 

詳細化 

1. 情報社会ではすべての人がインターネ
　 ットを使えるようにならなければなら
　 ない。 

2. 情報格差の問題が深刻になっている。 
　 2.1.インターネットが使えない人 
　 　　 2.1.1.身体に障がいのある人 
　 　　 2.1.2.お年寄りなど 
　 2.2.得られる情報には格差がある。 
　 　　 2.2.1.大事な情報が得られない。 
　 　　 2.2.2.情報を活かせない。 

3. 情報ボランティアという活動がある。 
　 3.1.インターネットの使い方を教える。 
　 3.2.情報活用の仲介をする。 

4. 情報ボランティアは社会の役に立つし，
　 自分たちにもできる活動内容だ。 

P R A C T I C EP R A C T I C EP R A C T I C E
実習 
12 電子メールのTo，CC，BCCを次のように指定してメールを送り合い， 

To，CC，BCCの違いを確かめよう。 

①To:  生徒A　生徒B　　　　　　②To : 生徒A　　CC : 生徒B 

③To: 生徒A　BCC : 生徒B　　　④BCC : 生徒A　生徒B 

 

P R A C T I C EP R A C T I C EP R A C T I C E
実習 
23 次のものは著作物にあたるかどうか考えよう。 

講　演 渋谷のハチ公像 時刻表 幼稚園児のスケッチ 気象データ アンケート結果 

 

図書館のこと 
を知ってもら 
うにはどうす 
ればよいか。 

対面で説明する 

印刷物を配る， 
掲示する 

コンピュータを 
活用する 

校内ポスター 

図書だより 

ちらしを配る 

情報の先生と相談する 

コンピュータ部に持ちかける 

自分でWebやメールマガジンをつくる 

利用説明会を開く 

先生に図書室で 
授業をしてもらう 

クチコミでよさを伝える 

司書の先生に講師を 
お願いする 
図書委員会に相談する 

ロジックツリー 

どうしたらよい？ 

どうしたらよい？ 

MECEを目指す 

MECEにこだわり 
すぎない 

プレゼンテーション 
アカデミックスキルズ１ 

調査の方法 
アカデミックスキルズ2

レポート 
アカデミックスキルズ3

「アカデミックスキルズ」で身につけた力 

●テーマを選ぶ力。 

●論理展開を考えてアウトライ

　ン化する力。 

●人に読んでもらう文章を作成

　する基本的な力。 

●事実と意見を区別して，論理

　的に文章を書く力。 

●目的に応じて調査の方法を使

　い分ける力。 

●質問を工夫して必要なデータ 

　を集める力。 

●数値データを表やグラフにま

　とめる力。 

●調査結果を読み取る力。 

●伝えたいことを明確にする力。 

●人に伝わるように話の流れを

　考えて，わかりやすく構成す

　る力。 

●スライドにまとめる力。 

●人前で話す力。 

 

テーマ設定 1

解決策の立案 3原因の特定 3

あるべき理想の姿 2 仮説を立てる 1

2 仮説の検証 

現状把握 2

実施・実行 評　価 

データの整理・分析 

情報収集・調査 

情報収集・調査 

問題の発見と明確化 解決策の検討 実　践 評　価 

ギャップ 

問題解決の手順 

： 問題はない 　　　： 問題がある 　　　： どちらともいえない 

1

2

3

4

5

友だちが失敗したことについて電子掲示板に書き込んだ。 

考え方が自分と異なる人がいたので反対意見を書き込んだ。 

電子掲示板上に，ある飲食店の味の悪さを書き込んだ。 

友だちが描いたイラストを本人には何もいわずにインターネット上に公開した。 

商品券をもらうためにアンケートサイトで個人情報を入力した。 

ほかの人の意見 

インターネットへの書き込みに関する問題 

社
会
と
情
報 

見
て
わ
か
る
社
会
と
情
報 

情
報
の
科
学 

充
実
の
サ
ポ
ー
ト 
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情
報
社
会
と 

わ
た
し
た
ち 

序  章 序  章 

情
報
の
活
用
と
表
現 

第1章 第1章 

望
ま
し
い
情
報
社
会
を
構
築
す
る
た
め
に 

第3章 第3章 

情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン 

第2章 第2章 

情
報
社
会
と 

問
題
解
決 

終  章 終  章 

28～35 56～70

「社会と情報」のポイント 

前
　
期 

1
学
期 

2
学
期 

3
学
期 

後
　
期 

新学習指導要領を正面から扱い，順序もほぼそのま

ま構成しました。さまざまな要素が絡み合い，どう

しても複雑になりがちな流れを，章→節→大見出し

→小見出しと区分けすることにより，できるだけ整

理して示すようにしています。 

わかりやすい構成 

年間を通して授業がスムーズに展開できるよう， 

わかりやすい構成にしました。 

写真や動画の撮り方，色彩・色見本といった表現方法

に活用できるものや，ショートカットキーやファイル

形式一覧などのコンピュータ操作に役立つもの，クラ

ウドコンピューティングについてなど，さまざまな資

料を配置しました。生徒の興味・関心にも応えられる

ように配慮しました。 

巻頭・巻末に学習の参考となる多様な資料を盛り 

込みました。 

豊富なトピック・資料 

章 章 節 節 期 期 月［週］ 月［週］ 配当時間配当時間 配当時間 学習の目標 学習の目標 

●情報革命 
●情報社会について 
  学ぶ意義 
●「社会と情報」の 
  学習に入る前に 

第１節　 
情報とメディアの特徴 

第2節　 
情報の表現と伝達 

第3節　 
情報のディジタル化 

アカデミックスキルズ① 
プレゼンテーション 

第3節　 
情報通信ネットワーク 
のしくみ 
 

第１節　 
情報化が社会に及ぼす 
影響と課題 

第2節　 
情報社会における 
情報システム 

第3節　 
サイバー犯罪と 
セキュリティ対策 

第4節　 
よりよい情報社会を 
目指して 

アカデミックスキルズ③ 
レポート 

●問題解決とは何か 
●問題解決の実際 
●問題解決の事例 

アカデミックスキルズ④ 
情報発信 

第１節　 
コミュニケーション 
とメディア 

第2節　 
情報通信ネットワーク 
の活用とコミュニケー 
ション 

■互いにアイディアを出しあい情報社会の概要を整理す
る。 

■中学校までの既習事項を振り返り，「社会と情報」の
学習内容に関心を持つ。 

■情報社会における情報の役割について理解する。 
■メディアの役割や特性を理解する。 

■目的と対象を考えて情報を表現する方法を理解する。 
■情報デザインの基本を理解し，効果的な統合の方法を
理解する。 

■アナログとディジタルの特性を理解する。 
■情報のディジタル化のしくみを理解し，コンピュータ
でデータを扱う方法を習得する。 

■プレゼンテーションの基本的な流れと留意点を理解する。 
■効果的なプレゼンテーションの手法を習得する。 

■コンピュータネットワークの基本的なしくみを理解する。 
■ネットワークを安全に利用するための基礎的なセキュ
リティ対策を習得する。 

アカデミックスキルズ② 
調査の方法 

■客観的なデータを集めるための調査の手法を理解する。 
■アンケート調査の手法を習得する。 

■情報化が社会に及ぼす影響を理解する。 
■情報社会を支える法律の種類，成り立ち，特徴を理解
し，その運用について考える。 

■情報システムの種類と役割，特徴を理解する。 
■情報社会における情報公開のあり方について考える。 

■サイバー犯罪の種類と特性を理解し，対策方法を理解
する。 

■情報社会における匿名性について考える。 

■情報社会が抱えるさまざまな問題について理解する。 
■誰もが暮らしやすい情報社会のあり方や未来像を考える。 

■レポートを作成する際の基本的なルールや留意点を理
解する。 

■情報社会をテーマとしたレポートの作成に取り組む。 

■問題解決の意義，基本的な流れ，さまざまな手法を理
解する。 

■身近な問題解決に取り組む。 

■学習の成果を発信することの意義を理解する。 
■さまざまな情報発信の方法から適したものを選び，成
果を発信することに取り組む。 

■人間のコミュニケーションの特徴を理解する。 
■メディアの意味と特徴を理解し，マスメディアの影響
力について考える。 

■情報機器を利用したコミュニケーションの特性を理解
する。 

■効果的なコミュニケーションの方法を習得する。 

 

　これまでの章で見てきたように，情報のディジタル化やネッ

トワーク化が進み，わたしたちの生活は以下のような点で便利

になってきた。 

情報化による恩恵 

情報化が社会に及ぼす影響 情報化が社会に及ぼす影響 11

 資料7 「ユニバーサルデザイン」  資料14 「グラフの種類と特徴」 

  資料3 「画像で伝えよう」 

2

3～4

5～6

5～6

3～4

3～4

5～6

3～4

5～6

3～4

3～4

3～4

2

3～4

3～4

5～6

9
［3～4］ 

10
［3～4］ 

11～12
［5］ 

2
［3～4］ 

3
［1～2］ 

4
［3］ 

5
［3～4］ 

6～7
［4～5］ 

1
［3～4］ 

情報の公開・流通の現状 情報の公開・流通の現状 22

知的財産の保護と活用 知的財産の保護と活用 33

個人情報の保護と活用 個人情報の保護と活用 44
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イラストを中心にした「見 てわかる」教科書。 

実　習 

調べてまとめる実習では，具体的な手

順やワークシートを示し，考えたことや

話し合ったことをその場でまとめられ

るように構成しました。 

本文や図版に出てくる重要語句をまとめました。

アンダーラインがある語句はｐ150～154

の「用語解説」で解説を加えています。 

重要語句をチェック 

その節で学ぶ内容を具体的に示

しています。 

本文部分を3行にまとめ，学習内

容をできるだけシンプルにあら

わしています。重要な語句は太

字にして，下段の「キーワード」に

も示しました。 

学習内容や補足的な内容を可能

な限り図版で示しています。スペ

ースもゆったり取り，見やすさを

心がけました。文章だけでなくビ

ジュアルでも理解する，「見てわ

かる社会と情報」の大きなポイン

トです。 

本　文 

大見出し・小見出し 

節見出し 

見てわかる図版 

キャラクターとそのセリフを配置

し，イラストを見る際のポイントや，

注意しなければならない点など

が無理なく理解できるように工

夫しています。 

キャラクターとセリフ 

アプリケーションの画面イメージを示

しながら，操作手順を丁寧に示し，アプ

リケーション操作の実習書としての使

い方もできるように配慮しました。 

章　扉 

各章の扉には「Yes－Noチャート」

を設けています。生徒が自分自身

の情報機器との関わりを思い起こ

しながら，自己評価をしたり学習内

容への関心を高めたりするのに役

立ちます。 

「見てわかる社会と情報」 
  の構成 
「見てわかる社会と情報」 
  の構成 

練習問題 

社
会
と
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報 
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本　文 本　文 実　習 実　習 

確　認 確　認 

イラスト図解 イラスト図解 

生徒の関心を高める工夫 

豊富なイラストと，それを 補う教科書のしかけ。 

冗長になりがちな本文を3
行でまとめ，できるだけシ
ンプルに示しています。 

基本的なソフトウェアの操
作を確認する「練習問題」，
学習内容を確認する「実習」
を適宜配置し，理解の手助
けをします。 

各章ごとに「内容の整理」
を配置し，学習内容を確認
できるようにしました。 
また，学習した内容の理解
度を確認するために，「章
末問題」を設定しています。
定期試験などにもご活用い
ただけます。 

資料「情報にかかわる産
業の構造」には，生徒に
身近な情報関連作業の全
体像やお金の流れをを示
しています。情報科で学
んだ内容と将来の進路と
を関連付けるなど，キャ
リア教育や金融教育の資
料としてもご活用いただ
けます。 

イラスト・図版を中心に配置し，生徒の興味・関心を引き付けるとともに，直観的に理解できるよう
に構成しました。生徒がつまずきやすい箇所も，図解で丁寧に解説しています。 

「見てわかる社会と情報」 
  のポイント 
「見てわかる社会と情報」 
  のポイント 

 ▲資料11～12 第3章 3節 ｐ96～97

第1章 1節 ｐ8～9

第1章 ｐ38「内容の整理」 第3章 ｐ108「章末問題」 

第2章 1節 ｐ51「練習問題①」 第3章 3節 ｐ104「実習」 

 ▲第1章 1節 ｐ8

 ▲第4章 2節 ｐ124
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情
報
機
器
を
使
い
こ
な
そ
う 

第1章 第1章 

情
報
を
整
理
し
て
伝
え
よ
う 

第2章 第2章 

情
報
社
会
の
し
く
み
を
知
ろ
う 
第4章 第4章 

情
報
社
会
の
課
題
に
つ
い
て
考
え
よ
う 

第3章 第3章 

28～35 56～70

1
学
期 

2
学
期 

3
学
期 

前
　
期 

後
　
期 

詳しく展開 

学校現場での授業の流れを参考に，

章を構成しています。 

コンピュータの操作と情報モラルの

基本を前半に配置し，後半にセキュ

リティ，知的財産権，情報システム，

デジタル化，ネットワークのしくみ

などの内容を凝縮させました。 

 

「見てわかる社会と情報」では，巻末に「用語解説」

のページを設けました。ここに掲載されている用語は，

本文脚注に下線付きで示しています。中学校までに学

習しない漢字にはふりがなを付しています 

指導書も「見てわかる」ように構成しました。教科書の見開きにあわせた解説に加えて，授業の展開を複数の

スライドで示し，授業全体の流れをつかみやすくなっています。スライドはそのまま板書としてもご活用いた

だけます（画像は編集中のものです）。 

実践を重視した題材配置 

丁寧な用語解説 

指導書も「見てわかる」 

章 章 節 節 期 期 月［週］ 月［週］ 配当時間 配当時間 学習の目標 学習の目標 

第1節　 

情報機器の基本的な 
使い方 

第2節　 

情報機器を利用する 
ときの注意点 

第1節　 

問題解決の手順と 
方法 

第2節　 

情報をわかりやすく 
伝える 

第1節　 

情報化が社会に 
及ぼす影響と課題 
 

第1節　 
情報通信ネットワーク 
とコミュニケーション 

第2節　 
情報のディジタル化 
 

第4節　 
望ましい情報社会を 
築く 

第3節　 
情報通信ネット 
ワークのしくみ 
 

第2節　 

情報セキュリティの 
確保 

第3節　 

情報社会における法 
と個人の責任 

■情報機器の特徴と役割について理解する。 

■情報機器の基本操作を確認し，習得する。 

■コンピュータやインターネットを利用する際の注意
点を理解する。 

■基本的な情報モラルやマナーを身に付ける。 

■問題を解決する手順と方法を理解する。 

■表計算ソフトウェアを活用した情報の分析方法を習
得する。 

■情報を相手に効果的に伝えるための手順や方法を理
解する。 

■プレゼンテーション用ソフトウェアを活用した情報
発信の方法を習得する。 

■情報化が社会に及ぼす影響を理解する。 

■望ましい情報社会のあり方と情報技術を適切に活用
することの必要性を理解する。 

■情報セキュリティを高めるためのさまざまな方法を
理解する。 

■情報セキュリティを高めるために必要な利用者側の
注意事項を理解する。 

■情報のディジタル化についての基礎的なしくみを理
解する。 

■ディジタルデータの特徴を理解する。 

■情報通信ネットワークの基本的なしくみを理解する。 

■情報システムの種類や特徴を理解し，社会生活での
役割と影響を理解する。 

■人間が利用しやすい情報システムのあり方を考える。 

■情報社会には大量の情報が流通していることを理解
する。 

■知的財産を保護することの必要性とそのための法律，
個人の責任を理解する。 

■コミュニケーション手段の発達，情報の特徴，メデ
ィアの意味を理解する。 

■情報通信ネットワークの特性を理解し，効果的なコ
ミュニケーションの方法を習得する。 

7～8

7～8

7～8

9～10

3～4

3～4

6～8

2～4

4～6

4～5

4～5

11～12
［5］ 

1
［3～4］ 

2
［3～4］ 

3
［1～2］ 

4
［3］ 

5
［3～4］ 

6～7
［4～5］ 

9
［3～4］ 

第1章 「情報機器を使いこなそう」 

1 コンピュータの操作，注意点 
2 情報モラルの基礎 

第2章 「情報を整理して伝えよう」 
問題解決とソフトウェアの活用 

第3章 
 
「情報社会の課題について考えよう」 

セキュリティ，知的財産権など 

第4章 
 
「情報社会のしくみを知ろう」 

ネットワークのしくみ，情報のディジタル化など 

「見てわかる社会と情報」のポイント 「見てわかる社会と情報」のポイント 

10
［3～4］ 

教師用指導書（予定） 教師用指導書（予定） 

ｐ150～151
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第1章 2節 ｐ23

丁寧な用語解説 

教科「情報」の学習内容は多岐にわた

るため，生徒にとって聞き慣れない用語

が数多く登場します。これに対応する

ために，側欄のスペースを利用して，本

文中にゴシック体で示している用語を

中心に解説を行っています。解説され

る用語にはできる限り英語の表記も併

記するようにしています。 

また，学習内容の補足的な説明も，囲み

記事のかたちで示しています。 

クレイアニメで動画のしくみを実感 

教科書の見開きの右下端に，東京スカ

イツリーをイメージしたパラパラアニメ

を配しています。素早くページをめくる

ことで，複数の画像が連続して切り替わり，

画像が動いているように見える動画の

しくみを実感できるようにしています。 

章末問題 

座学で学んだ内容を具体的に体験したり，知

識を整理したりしながら，理解を深めていき

ます。より深めたい実習がある場合には複数

の実習の中から一つを選択し，2～4時間か

けて展開することも可能です。 

実習の展開 

コンピュータで扱われるデータの基

本的な表現方法である2進法を，ペー

ジ番号と一緒に記しました。2進法に

ついては，教科書ｐ22～23などで詳

しく扱っています。 

ページ番号の2進法表現 

カラーの特色を活かした図版 

節見出しの後ろには学習問題を

示し，その節で学習する内容を端

的に表しています。 

節を構成するそれぞれの見開き

の冒頭に，学習の目標を表す大見

出しが置かれています。大見出し

の下には学習内容の導入となる

ような文章を置き，内容を整理し

て考えられるようにしました。 

本文中の学習内容や補足的な内

容を，可能な限り図で示しました。

それぞれの図を大きく扱うことで

表現も豊かになり，生徒の学習内

容への理解がより深まるようにな

っています。 

大見出し・小見出し 

節見出し 

各章の終わりに「章末問題」

を配置しました。これまでの

学習をふり返り，学習内容を

理解できたかどうかの確認

を促すことができます。 

幅広い情報の世界を，正確に，丁寧に。 
「情報の科学」 
  の構成 
「情報の科学」 
  の構成 

章末問題 
 

第1章 第1章 
コンピュータと情報処理に関する問題 

 

11

 

情報のディジタル化に関する問題 

 

22

（１）次の2進法であらわされた数は10進法に，10進法であらわされた数は2進法に変換しなさい。 
　　　(100101)2 = (     )10    (58) 10　= (     ) 2   

（２）次の2進法であらわされた数は16進法に，16進法であらわされた数は2進法に変換しなさい。 
　　　(10110101)2 = (     ) 16    (2B)16   =(     )2    

（３）2バイトでは何通りの文字や記号などをあらわすことができるか。 

（４）2分間の音楽をサンプリング周波数16kHz，量子化ビット数8で記録したとき，データ量は何MBにな 
　　　るか。 

（５）横800ピクセル，縦600ピクセル，RGB各色256階調のラスタ画像ファイルのデータ量は何KBになるか。　 

（６）偶数パリティチェックで，次の四つのデータの中に一つだけ誤りを含んでいるデータがあるとわかった。 
　　　どれか答えなさい。 
　　　ア 10110010　　　イ 11001001　　　ウ 00110011　　　エ 10110000

 

コンピュータのソフトウェアは大きく分類すると（ａ）ソフトウェアと（ｂ）ソフトウェアがある。（ａ）ソフトウ

ェアには，（ｃ）や言語プロセッサなどがある。（ｃ）のおもな役割は，（ｄ）と（ｂ）ソフトウェアの仲介，メイン

メモリや（ｅ）の管理などである。 

（１）マウスやプリンタ以外にどのような周辺機器があるか書きなさい。 

（２）コンピュータの頭脳に当たる重要な装置を何というか書きなさい。 

（３）（２）の装置が担うニつの機能を書きなさい。 

（４）次の文の（　）内に適語を書きなさい。 

 

2 余り 

10進法　　2進法 2進法　　10進法 

16進法　　2進法 

42 

 
2 

2 

2 

2 

2

21 

10 

5 

2 

1 

0

……  0 

……  1 

……  0 

……  1 

……  0 

……  1

（42）10 ＝（101010）2

（11010）2 ＝1×24＋1×23＋0×22＋1×21＋0×20 

　　　　　＝（26）10

数の表現方法の変換 

33

（3B7）16 ＝（0011 1011 0111）2 

　　　　＝（1110110111）2
3 B 7 「16進法→2進法」 

の場合は，4ビットず 
つ変換する。 
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情報社会を支える情報技術の役割や
影響を理解する。 

情報社会とはどんな社会なのかを考え，

これから学んでいくことを確認する。 

序　章 

情報社会に生きるわたしたち 

科学的理解と問題解決の力を バランスよく鍛える。 
「情報の科学」 
  のポイント 
「情報の科学」 
  のポイント 

第2章 2節 ｐ48～49

第3章 2節 ｐ84～85

第3章 1節 ｐ76～77 第5章 1節 ｐ110～111

第4章 1節 ｐ90～91

第4章 2節 ｐ92 第4章 2節 ｐ94

「コンピュータと情報処理」「ネットワークの動作

としくみ」など，「情報B」からの発展としてとらえ，

充実した内容となるように構成しました。また，よ

り正確な記述となるように細心の注意を払いました。 

「問題解決」への関心を高めるために，その意義を

しっかりと説明しています。たとえば，「よい問題

解決」と「やみくもな問題解決」とをイラストを用

いて対比して説明するなどして理解を助けます。 

知的財産や個人情報保護法，不正アクセス禁止法な

ど情報社会に関連する法律について取り扱い，情報

社会を生きていくための力を十分に養えるように構

成しました。「情報の科学的な理解」とのバランス

にも配慮しています。 

問題解決の場面で役立つさまざまな方法として，「ブ

レーンストーミング」「カードを用いたアイディア

整理法」「MECE」「ロジックツリー」などを紹介

しています。 

最新の技術動向や情報社会における新たな課題など

を積極的に取り上げ，生徒が日常的にふれている情

報技術との関わりを豊富な資料で紹介しています。 

順次処理，判断分岐，繰り返しなどの基本的なアル

ゴリズムをフローチャートで示し，それを

JavaScriptで実行しながら理解を深めます。 

たとえば，「問題解決編」を 中心に年間の学習を進め， 
適宜「ネットワーク編」の関連事項を 参照するような使い方も可能です。 

第1章 
コンピュータによる 
情報の処理と表現 

第2章 
ネットワークがつなぐ 
コミュニケーション 

第3章 
情報システムが支え 
る社会 

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
編 

情報と情報技術を，問題の発見と解
決に効果的に活用するための科学的
な考え方を習得する。 

問
題
解
決
編 

第6章 モデル化と問題解決 

第4章 
問題の発見・分析と 
解決の方法 

第5章 
問題の解決と処理 
手順の自動化 

第7章 
情報通信ネットワーク 
と問題解決 

情報の科学的な理解 問題解決の考え方

情報社会に参画する態度 さまざまな手法の紹介

豊かな資料性 アルゴリ
ズムとプログラム

社
会
と
情
報 

見
て
わ
か
る
社
会
と
情
報 

情
報
の
科
学 

充
実
の
サ
ポ
ー
ト 



18 19

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
編 

問
題
解
決
編 

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ
る 

情
報
の
処
理
と
表
現 

第1章 第1章 

情報社会に生きるわたしたち 序  章 序  章 

問
題
の
解
決
と
処 

理
手
順
の
自
動
化 

 第5章 第5章 

56～7028～35
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2
学
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「情報の科学」のポイント 「情報の科学」のポイント 

「モデル化とシミュレーション」「アルゴリズムとプログラミング」については，その理論の解説だけでなく例

題形式で展開しています。さまざまな場面に応用する力を養うことができます。 

例題形式の展開 

学習内容に関連したコラムを各所に配置し，生徒のよ

り一層の興味・関心を引くことができるようにしました。 

多様な視点から情報社会を見つめる 豊富な参考資料を学習の手助けに 

章 章 編 編 節 節 期 期 月［週］ 月［週］ 配当時間 配当時間 学習の目標 学習の目標 

第１節　 
コンピュータと情報処理 

●情報社会と問題解決 

第2節　 
情報のディジタル化 

第1節　 
メディアと 
コミュニケーション 
 
第2節　 
ネットワークの動作 
としくみ 

第3節　 
情報セキュリティ 

第1節　 
情報社会と情報 
システム 

第2節　 
問題解決のための方法 

第3節　 
問題解決の実践 

第1節　 
基本的なアルゴリズム 
とプログラム 

第2節　 
いろいろな 
アルゴリズム 

第1節　 
モデル化と 
シミュレーション 

第2節　 
情報の蓄積・管理と 
データベースのしくみ 

第1節　 
グループで行う 
問題解決 

第2節　 
安全な情報社会を 
目指して 

第1節　 
問題解決とは 

■コンピュータの動作のしくみを理解する。 
■ソフトウェアの種類や基本的なはたらきを理解する。 

■情報社会の概要を理解する。 
■「情報の科学」の学習内容に対する関心を持つ。 

■数値，文字，音，画像などをコンピュータがどのよ
うに表現しているのかを理解する。 

■ディジタルデータの特徴を理解する。 

■メディアの発達とともにコミュニケーション手段が
広がり，変化してきたことについて理解する。 

■オンラインコミュニティの特性について理解する。 

■コンピュータネットワークの基本的な構成と動作の
しくみを理解する。 

■インターネットの基本プロトコルのはたらきを理解する。 

■情報セキュリティ技術のしくみを理解する。 
■不正アクセスやサイバー犯罪から身を守ることの重
要性を理解し，その方法を習得する。 

■情報システムの種類や特徴を知り，利用する際の注
意点について理解する。 

■情報化が人間や社会に及ぼす影響について理解する。 

■問題解決の場面で役立つさまざまな手法を習得する。 
■問題解決の場面で情報を活かす方法を理解し習得する。 

■問題解決の流れに沿って，自分自身の身近な問題を
発見し，解決に取り組む。 

■基本的なアルゴリズムを理解する。 
■簡単なプログラムの作成方法を習得する。 

■さまざまなアルゴリズムについて考える。 
■プログラミングを問題解決に活かす方法を理解する。 

■問題解決の対象をモデル化する方法を理解する。 
■モデル化された問題をシミュレーションを用いて解
決する方法を理解する。 

■データベースについての基本的な考え方を理解する。 
■簡単なデータベースを作成することに取り組む。 

■グループで行う問題解決の留意点を理解する。 
■グループで行う問題解決の過程で利用できる情報共
有のさまざまな方法を知る。 

第2節　 
課題解決学習実践例 

■グループで課題解決型の学習活動に取り組む。 

■よりよい情報社会を構築するためのさまざまな考え
方や工夫について理解する。 

■情報社会に関連する法律の目的や内容を理解する。 

■問題解決とはどういうことか，それを学ぶ意義は何
かを理解する。 

■問題解決の基本的な流れを理解する。 

2

2～3

6～8

4～5

4～5

4～5

4～5

3～4

3～4

6～8

5～6

5～6

2～3

1

1

2

2

11～12
［5］ 

4
［3］ 

5
［3～4］ 

6～7
［4～5］ 

第6章 1節   
ｐ122～123

第5章 2節 ｐ114～115

JISコード表や色見本表，表計算ソフトウェアのおもな関数な

ど，実習の際に必要になる資料を巻末にまとめて構成しました。 

資料11 「表計算ソフトウェアの主な関数」 

巻末資料 ｐ152 「JISコード表」 

巻末資料 ｐ159 「記号の読み方」 「いろいろなファイル形式」 

モデル化とシミュレーション アルゴリズムとプログラミング 

1
［3～4］ 

2
［3～4］ 

3
［1～2］ 

9
［3～4］ 

10
［3～4］ 

第5章 ｐ120

第1章 ｐ40 第7章 ｐ150
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「生徒用サポート教材」 「生徒用サポート教材」 授業の幅を広げ，柔軟な展開 を可能に！さらに充実した教材ラインナップ。 

新学習指導要領に対応した教科書完全準拠の副
教材。これまでの「問題集」と「実習ノート」を
1冊にまとめ，「情報」の授業を多角的，かつ
強力にサポートします。 

　問題と実習を合冊に！ 
従来の「実習ノート」と「問題集」の2冊が1冊となり，
問題の量も充実させました。「問題」と「実習」の両面か
ら，それぞれに多面的な設問で教科書の学習内容を効率的
かつ確実に理解することができます。 

  
　汎用性の高い構成！ 
教科書の要点を押さえた「学習のまとめ」（見てわかる
社会と情報）や「基本問題」（社会と情報・情報の科学）
を設定。さらに定期試験対策にも対応できる「総合問
題」や自学自習にも配慮した設問など，さまざまな指導
スタイルに対応する汎用性の高さが魅力です。 
 
  
　教科書と密接に連動した構成・展開！ 
「実習」と「問題」が一体となることで，教科書の内容
に密接に連動した構成となりました。授業の合間に取り
入れて生徒の理解を確認する，あるいは予習・復習の課題
とするなど，さまざまな活用を可能にします。 

情報モラルの事例を漫画やイラストで示し，
予防と対策の2観点で整理しました。「情報」
の授業だけでなく，入学時のオリエンテーシ
ョンなどにもご活用いただけます。 

文字入力や表計算をはじめ，主要なアプリ
ケーションソフトウェアの基本的な情報リ
テラシーを習得できる問題を豊富に収録し
ました。各種検定にも対応しています。 

情報デザインの基礎的な知識をわ
かりやすく解説しています。レポ
ートやポスター，Webページなど
の各種作品制作に役立ちます。 

教科書完全準拠 情報のノート 

副教材ラインナップ 

実習と座学の両面で授業をサポートします。　 

Nichibun.net
授業をサポートする専門Webサイト！ 

3つのポイント 

見てわかる情報モラル コンピュータ入力問題集 
IT・Literacy プラクティス「情報科」 

情報デザイン編 
日経BP社発行シリーズ 

■最新情報モラル 高校版 第2版  
■情報最新トピック集 第4版 
■PC講座2007 
 

IT・Literacyシリーズ 
■Office 

■情報モラル 

■ワープロ 

■インターネット， 
  マルチメディア 

■表計算 

■プレゼンテーション 

http://nichibun.net/http://nichibun.net/

「情報」教科書・指導書 

教科書や指導書の紹介，年間指導計画例，学習
指導要領対応表など，教科書・指導書に関わる
情報が豊富に掲載されています。 

教科「情報」サポート教材 

実習ノートや問題集，IT・Literacyシリーズな
ど，豊富なサポート教材を紹介するとともに，
各教材のPDFファイルや解答，ワークシート
など，ダウンロードコンテンツも充実していま
す。 

教科「情報」授業支援Contents

教科書の章・節ごとに分類した関連Webペー
ジへのリンク集や教科「情報」の授業の板書例，
自由に使える音の素材集など，授業に役立つコ
ンテンツが満載です。 

情報教育 実践事例紹介 

機関誌「ICT-Education」をはじめとする，長
年にわたる事例紹介の積み重ねの中には，きっ
とお目当ての事例が見つかるはずです。 

アプリケーション講座 

はじめてコンピュータやインターネットを使う
生徒向けの教材です。さまざまなアプリケーシ
ョンの操作方法を紹介しています。 

 ▲「社会と情報」 

 「見てわかる社会と情報」 
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「著者紹介」 「著者紹介」 「教師用指導書」 「教師用指導書」 教科書のページを提示し，学習のポイントとなる箇所について，わ
かりやすく解説しています。授業の展開例から評価まで，先生方
に安心して教科書を使っていただくための情報が満載です。 

実習展開例では，教科書に
掲載されている各実習課題
について，そのねらい，事前
の準備，実習の展開におけ
る生徒の活動と教師の関わ
り，参考資料などを示し，実
習を一貫してサポートして
います。 
 

水越 敏行 
大阪大学  名誉教授 

 水越敏行・生田孝至（編著） 
『これからの情報とメディアの教育』（図書文化） 

『評価・評定と学力問題を読み解く』（明治図書） 

『ICT教育の実践と展望』（監修） 
（日本文教出版） 

その他多数。 

おもな著書： 

授業に活用しやすいように，教科書の縮刷を見開きページごとに提示し，●指導解説，●解説・資料，●実習

展開例の3つの要素で詳しく解説しています。（画像は編集中のものです。） 

指導書の構成 

学習目標 
授業でおさえるべき項
目と，授業展開の中で教
師が果たすべき役割な
どをまとめています。 

授業の流れ 
各見開きで学習すべ
き内容を簡潔にまとめ，
授業の流れと合わせ
て示しています。指導
の目標を把握すること
ができます。 

指導上の留意点 
授業展開の際に留意
すべきことや，授業全
体を通して理解させた
いこと，実感させたいこ
となどを列記しています。 

Keyword 
教科書の中で特に指
導すべき項目を取り
上げ，指導におけるポ
イントや補足的な説
明などを示しています。 

導　入 
授業の導入や節目な
どで，生徒に紹介でき
る関連知識やアドバイ
スです。授業にバリエ
ーションをもたせるこ
とができます。 

指導解説 

解説・資料 実習展開例 

指導解説で扱いきれない
内容について，詳細な解説
をしています。教科書の
各見開きの学習内容の全
体像を把握したり，発展的
内容を取り扱ったりする
際に，活用することができ
ます。 

生田 孝至 
 新潟大学  理事・副学長 

『子どもに向きあう授業づくり』（編著） 
（図書文化） 

 水越敏行・生田孝至（編著） 
『これからの情報とメディアの教育』（図書文化） 

その他多数。 

おもな著書： 
 

村井 純 
 慶應義塾大学 
環境情報学部長・教授 
WIDEプロジェクトファウンダー 

『インターネット』『インターネット　』 
『インターネット新世代』（岩波新書） 

『インターネットの不思議，探検隊！』（太郎次郎社） 

『インターネットシステムハンドブック』（監訳） 
（インプレス） 

『IPv6：次世代インターネット・プロトコル』 
（監訳）（プレンティスホール）  

その他多数。 

おもな著書： 

■井口　巌 

■池田　明 

■稲垣　忠 

■今田晃一 

■江澤義典 

■江守恒明 

■大貫和則 

■岡村起代之 

■奥村　稔 

■小原　格 

■影戸　誠 

■亀井美穂子 

■黒上晴夫 

■黒田　卓 

■越桐國雄 

■小林道夫 

■鈴木克明 

■高納成幸 

■橘　孝博 

■辰己丈夫 

■田邊則彦 

■寺嶋浩介 

■長尾　尚 

■中川一史 

■中野由章 

■中橋　雄 

■能城茂雄 

■半田　亨 

■福島　毅 

■堀田龍也 

■村松浩幸 

東北学院中学校・高等学校教諭 

大阪市立扇町総合高等学校教諭 

東北学院大学准教授 

文教大学准教授 

関西大学教授 

関西大学中・高等部教諭 

茗溪学園中学校高等学校教諭 

埼玉県立浦和北高等学校教諭 

北海道札幌北高等学校教諭 

東京都立町田高等学校主幹教諭 

日本福祉大学教授 

椙山女学園大学准教授 

関西大学教授 

富山大学教授 

大阪教育大学教授 

神奈川大学附属中・高等学校教諭 

熊本大学大学院教授 

元岐阜県立大垣北高等学校教諭 

早稲田大学高等学院教諭 

東京農工大学准教授 

関西大学初等部教諭 

長崎大学大学院准教授 

大阪信愛女学院短期大学准教授 

放送大学教授 

大阪電気通信大学情報教育特任講師 

武蔵大学教授 

東京都立上野高等学校主任教諭 

早稲田大学本庄高等学院教諭 

千葉県立東葛飾高等学校教諭 

玉川大学教授 

信州大学准教授 

監　修 

執　筆（50音順） 
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学習指導要領との関連が図られているか 

地域性や学校の独自性に配慮がなされているか 

他教科や総合的な学習との関連への配慮 

写真や挿絵，文章の表現や用語の使用などは適切か 

印刷に鮮明性，製本に堅牢性があるか 

内容の組織・構成と配列に工夫があるか 

生徒の発達を考慮し，内容の程度や分量が適切か 

活動，体験の広がりや深まりへの配慮がなされているか 

1
5

6

7

1

2

1

2

3

1

2

3

1

2

3

4

2

3

1

2

3

1

2

3

4

5

1

2

3

4

社会の情報化の進展に主体的に対応できる能力と態度を育てることを目指し，情報教育の目標の3つの観点
である「情報活用の実践力」，「情報の科学的な理解」，「情報社会に参画する態度」をバランスよく育成する
ことができるように留意しています。 

学習がスムーズに展開できることを重視した章構成を工夫しつつ，学習指導要領の（１）アから（4）ウまでの
12項目すべてが必ずどこかで取り扱われるように配慮しています。 

学習指導要領では，積極的に「実習」を行うことが明記されています。日本文教出版『情報』教科書は，この考
え方を重視し，教科書全般にわたり，必要に応じて適宜実習を配置しています。実習活動を通して，生徒が自ら
思考・判断して，問題解決能力が培われるように構成しました。 
 
 

日本文教出版『情報』教科書は，学習指導要領の内容を十分に考慮した上，学習効果の高まりと授業展開のし
やすさを重視した章構成となっています。教材の選択，構成にあたっては，生徒の日常生活の中から題材を選
ぶようにし，選択した教材が授業の展開にスムーズになじむように配慮しました。 

日本文教出版『情報』教科書は，原則的に1見開きで学習内容が完結するように構成されています。紙面上で
の学習内容のまとまりが明確になり，授業計画が立てやすくなる他，生徒にとっても学習のポイントがわかりや
すくなり，理解力が高まります。 

教科の学習内容の性格上，特にコンピュータ関連で生徒にとって聞きなれない専門用語が本文中に現れます。
日本文教出版『情報』教科書では，それらの用語の解説や英文表記などを，その場ですぐに確認できるように，
原則的に同じページ内の側欄に示しています。 

関連する学習内容が別のページで詳しく取り扱われている場合には，実際のWebページの「リンク」をイメー
ジしたデザインで，参照ページを適宜示すようにしました。 
 
 

教科書の冒頭には，中学校までの既習事項の復習を想定した学習内容を配置しています。 

生徒にとって身近な事例を取り上げて，事例を追いながら学習していくことで学習内容への関心を高めると
ともに，学習内容を習得しやすいように配慮しています。 

配当時間は，各学校における諸事情を考慮して，総授業時間数を56時間から70時間の間で計画できるよう
に配慮しています。 

日本文教出版『情報』教科書は，高校生の発達段階や興味・関心の程度に配慮して，教科書本文をはじめ，実習
内容，図版，資料などに情報社会や情報技術について自ら考えさせる教材を随所に配置しています。 

短時間で終えられる効果的な実習と，2～3週かけて取り組む中規模の実習を用意し，各学校の環境や生徒の
実情に合わせた年間指導計画を立てやすくなるよう配慮しました。 
 
 

図版やイラストから視覚的に学習内容を理解できるように，紙面における図版の占める割合を大きくし，図版
に盛り込む学習内容やデザインに配慮しています。 

情報社会を視覚的にイメージさせ，学習内容の理解を補うための写真やイラストなどの図版やさまざまな資
料を，巻頭や巻末に配置しています。 
特に，Web制作など情報科で行われる実習でポイントとなる色彩への理解を配慮して，「色見本表216色」を
それぞれの教科書の巻末資料の中に提示しています。 

章の学習内容の確認と定着をはかるために，章末問題を設置しています。また，各種のチェックリストや評価に
つながる観点の例を示し，生徒が自らの学習活動を自己評価するとともに，生徒どうしの相互評価につながる
ようなしかけを適宜取り入れました。 

学習内容に関連して発展的な内容の「コラム」を適宜配置しています。生徒によっては，情報の学習内容に非
常に高い関心をもっていたり，ハードウェアやソフトウェアの操作，ネットワーク活用などに長けていたりするこ
とが考えられます。「コラム」は，これらの生徒の興味・関心を高めたり，生徒のレベルの差に柔軟に対応したり
する際に効果的です。 

複数の画像を連続して素早く切り替えることで画像が動いているように見える動画のしくみを教科書の紙面
でも実感できるように，教科書の見開きの右下部分に，「パラパラアニメ」の図版を配置しています。 

「言語活動の充実」を目的として，簡単なテーマについて調べたことをまとめて発表する小規模の実習を適
宜配置しています。そうした経験を積み重ねながら，生徒どうしで討議する学習やプレゼンテーションの実習
にもスムーズに取り組むことができるよう配慮しています。 

教科書のページ番号の下に2進法で表現したページ番号を配することで，生徒がより身近な数字から2進法
表現に接し，データ表現への理解を深められるように配慮しています。（“見てわかる社会と情報”は除く） 
 
 

ハードウェアやソフトウェア，ネットワークの整備状況は学校ごとに異なっています。いっぽうで多くの学校では
デファクトスタンダートであるOSやアプリケーションの整備が進み，実習に取り入れられています。「社会と情
報」及び「情報の科学」では，特定のアプリケーションやOSに依存する記述を極力少なくし，多様な学習環境
に配慮しています。他方，「見てわかる社会と情報」ではアプリケーションの操作を想定した実習を積極的に
取り入れました。細かく順を追って解説をすることで，誰でも課題を達成できるようにし，そこで得た自信を情
報社会や情報技術への関心に向けられるような教材の配置をしています。 

「社会と情報」及び「情報の科学」の教科書は，学習指導要領で示された学習事項と，それに関連することがら
を正確にかつ詳しく解説しています。この資料性の高さは，多様化する学校の独自性に幅広く対応することが
できます。また「見てわかる社会と情報」は紙面の大半がイラストで示されているため，効率的に授業を進め
ることが可能なほか，指導書の詳細な解説を利用して重点を置きたい指導事項を丁寧に扱うこともできます。 
 
 

他教科との関連を十分に意識しています。数学科で学んだ統計分野の理論や公式を情報科の「問題解決」で
実際に活用したり，公民科で取り扱われる「現代社会における諸課題」のうち「情報」に関する学習と相互に関
連させたりすることで，多角的な見方・考え方が身につきます。 

日本文教出版『情報』教科書では，情報機器の操作や基本的なマナー（情報モラル）を確実に身につけられる
とともに，文書作成，プレゼンテーション，調査の方法なども体験的に学ぶことができます。こうした情報活用の
実践力は，「総合的な学習の時間」でも役立ちます。 

日本文教出版『情報』教科書は，情報のアクセシビリティやユニバーサルデザインの考え方を重視し，巻頭・巻
末への資料提示をはじめ，本文でも丁寧に扱っています。 
 
 

日本文教出版『情報』教科書では，写真や図，イラストを豊富に配し，生徒が親しみをもち，学習内容を視覚的に
イメージし，十分理解できるようになっています。 

表記・表現については，特に正確性と高校生のレベルを配慮しながら慎重に対応しています。教科の性質上，
高校生にとって理解が難しい用語などについては，その場ですぐに確認できるように，原則として同じページ
の側欄で用語の名称，英文表記，解説文を掲載しています（“見てわかる社会と情報”は巻末で解説）。 

各節見出しの後に，2～3項目の学習の目標を示しています。それぞれの節でどのような問題意識をもって学
習に臨めばよいかがわかり，生徒の学習の意欲づけとなります。 
 
 

全ページ4色刷りで原画に忠実な色調と鮮明な文字で印刷してあります。 

長期間の使用に耐えられるように表紙は丈夫で柔軟な紙クロスを用い，防水性のあるコーティングを施してい
ます。製本は接着剤の粘着力の向上により，針金止めと同様に堅牢です。 

資源保護に配慮し，写真の鮮明性を保ちながら，表紙・本文とも再生紙を使用しています。 

印刷工程での環境への配慮という観点から，大豆油インキを採用しています。 

｢観点別特色一覧｣ ｢観点別特色一覧｣ 
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